
 

- 1 -

                                                                                             
地域づくり活動 NPO 事業助成（先導的・先駆的）事業 実績報告 

 

団体名 
特定非営利活動法人 

スローソサエティ協会 
代表者名 理事長 米谷 啓和 

事業名 城の西レジリエンス～地域の安心継続モデル事業～ 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活 動 内 容 

2019年 

6 月 20 日 
オフィスにダンボールコンポストを導入 

8 月 18 日 地域マルシェにてダンボールコンポストの展示 

8 月 31 日 

セミナー「台所から循環をはじめよう～ダンボールコンポストのある暮らし

～」実施 

パーマカルチャー菜園～畝づくり～ 

9 月 7日 パーマカルチャー菜園～大根の種まき～ 

9 月 26 日 パーマカルチャー菜園～大根の種まき２回目～ 

10 月～3月 パーマカルチャー菜園～大根の生育観察～ 

10 月 14 日 
食べられる森づくり 土づくり・苗植え・鹿よけ 

太陽光発電で家庭の電気の一部を賄う家の見学 

11 月 28 日 セルフビルド・上下水道なし・電気ガス無しの家見学 

12 月 19 日 持続可能なエネルギーデザイン講座 開催 

2020 年 

1 月 5日 
燻炭づくり 

2 月 27 日 
持続可能な暮らしのデザイン 重要機能のバックアップ 水の場合 開催 

パーマカルチャーなお話会 in城の西 開催 

3 月 ふりかえり・まとめ 

 

＜効果と成果＞ 

地球のエコシステムにのっとった持続可能な暮らし方をすれば、不便であっても無駄が無

く、継続することに罪悪感も苦しさもなく、もはや楽しい。そしてそれを受講生と共有するこ

とでアイデアが生まれたり、仲間が楽しんでいる持続可能な暮らしがとても魅力的に見えた

り、実は自分がとても上手くいっていることを知ることができた。そしてこのような暮らし方

が将来的に自助・共助につながるといえる。 

持続可能な社会の在り方を学び、実践することが必要であり、それができる場が〈城の西〉

にある、ということを地域住民に認識していただけた取り組みとなった。参加者からの「もっ

と学びたい」「もっと活動したい」という意欲を受け、来年度も同じ意識で、機能的な菜園を

作ったり、地域の講師を招いたりして、〈持続可能な暮らしのデザイン〉を学ぶ会を続けてい

く計画である。 
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＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO 事業助成金 350,000 

参加費収入 59,000 

参加費収入（教材費実費） 33,800 

団体負担金 107 

合  計 442,907 

 

（支出） 

区分 項   目 金 額（円） 
左のうち助成対

象金額（円） 

 

 

直 

接 

経 

費 

講師謝金 86,868 86,868 

広告宣伝費 60,000 60,000 

人件費 159,600 110,000 

その他（保険料、通信費等） 83,239 53,132 

小  計 389,707 310,000 

間接経費（一般管理費） 53,200 40,000 

合  計 442,907 350,000 

 
 


